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 Study on Reduction Effect of Heavy Weight Floor Impact Sound Using TMD 
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TMD (Tuned mass damper, which is known as another name; dynamic absorber) set on slabs is thought 

to be one of the hopeful countermeasures for the heavy weight floor impact sound which is a major 

problem in the housing complex. However effectiveness of TMD have rarely been verified in full scale 

experiments, and especially there are few studies on optimal location of TMD. This paper firstly shows 

the results of full scale slab experiments using TMD, then shows the difference of heavy weight floor 

impact sound level for various arrangement of TMD in 1/3 scale model experiments. These results show 

that the reduction effects of sound level is more than 5dB when the ratio of TMD’s mass to the slab mass 

of sound receiving room is more than 5%, and that effects is further increased when TMD are installed on 

the antinodes of slab vibration mode. 

Key Words: Tuned Mass Damper, Heavy Weight Floor Impact Sound, Full Scale Slab, 1/3 Scale Model  

Experiment, Driving-point Impedance, Vibration Mode 
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える形状とした。スパンは，梁間方向を 4,000mm(実大

換算 12,000mm)とし，桁行方向については隣接スラブへ

の振動減衰やスラブの境界条件を考慮して，1 スパンあ

たり 2,200mm(実大換算 6,600mm)の 3 スパンとした。重

量床衝撃音の実験対象としたスラブは，3 連スラブの中

央スパンのスラブとし，そのスパン内にのみ TMD を設

置した際の低減効果を測定した。また 1 階の天井高さは

実験の作業性を考慮して 2,000mm としたが，重量床衝

撃音を測定する際には一般的な集合住宅を想定して，受

音室の天井高さが 800mm(実大換算 2,400mm)となるよ

うに製作した受音箱を使用した。 

 

b）TMD 装置概要 

 図-8 に，TMD 装置の概要を示す。TMD は，1kg の鋼

製の錘プレートを厚さ 38mm，外径 40φの防振ゴムで

上下に挟み込み，長ボルトでこれらを貫通させ，スラブ

下面に仕込んだめねじアンカーで固定する仕様とした。

長ボルトに与えるトルクで防振ゴムに圧縮力をかけてバ

ネ定数を変化させることで，TMD の固有振動数を調整

することが可能である。TMD の目標固有振動数は，今

回の 1/3 縮尺模型における音圧の周波数が模型実験の相

似則 5), 6)により実物の 3 倍となるため，重量床衝撃音の

一般的な決定周波数帯域である 63Hz 帯域(45～90Hz)の

3 倍の 189Hz 帯域幅(135～270Hz)内として 189±10Hz と

した。TMD の固有振動数の調整は，図-9 に示すように

錘プレート上に加速度ピックアップを設置し，スラブ下

面をハンマーで加振した際の TMD の固有振動数を小型

FFT 分析器で読み取り，卓越周波数が目標固有振動数の

範囲内となるように長ボルトを締め付けて行った。 

 

c）重量床衝撃音の測定概要 

 図-10 に，TMD の配置と重量床衝撃音測定のための

受音箱の位置をそれぞれ示す。S1～9 の枠が受音箱の位

置を示している。また，表-2 に実験 Case の一覧を示す。

TMD の配置は，実験対象スラブ内に単位面積当たりの

TMD の個数を変化させてほぼ均等に配置する「分散配

置」を 3 パターン(D038, D075, D150:数字は TMD の個

数を表す。以下同じ。)，スラブ中央に集中的に配置す

る「集中配置」を 1 パターン(C075)，一般的な集合住宅

のプランを想定して，人の歩行や飛び跳ねが想定される

LD，BR，廊下に集中的に配置する「プラン配置」を 1

パターン(P076)，および TMD を設置しない「TMD 未設

置」を 1 パターン(N000)とした。実験対象スラブの全質

量に対する TMD の質量比（以下，実験対象スラブ対質

量比）は，D038 は約 2.5%，D075 は約 5%，D150 は約

10%，C075 と P076 は共に約 5%である。重量床衝撃音 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8 TMD 装置の概要 

 

 

 

 

 

 

図-9 TMD の固有振動数の確認測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-10 TMD の配置と重量床衝撃音測定の受音箱位置 

 

表-2 各実験 Case 一覧 
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